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自動車の生産・販売拠点がグローバル化し技術が発展する中、各国の様々な法令や規制への対応や、より厳しい耐
熱・耐寒性の要求、ガソリン、軽油、バイオディーゼル燃料など様々な燃料への対応など、オートモーティブ用シ
リコーンゴムへの技術的なニーズは年々高まっています。
モメンティブ・パフォーマンス・マテリアルズはこのような自動車に要求される、過酷な環境下に耐え得るゴム材
料としてフロロシリコーンゴムを提供しています。

フロロシリコーンゴム

モメンティブ・パフォーマンス・マテリアルズのフロロシリコーンゴムは、主に自動車や航空機の耐燃料、耐油、耐熱、
耐寒性を要する箇所で使用されています。例えば、低温シール性・耐燃料性を必要とするクイックコネクタ用 Oリ
ングや、高温環境でブローバイガスと接触するダイヤフラム、インテークマニホールド用ガスケット、燃料にさら
されるチェックバルブなどがあります。

用　途

主な特長
・優れた耐燃料性、耐油性

・優れた耐溶剤性、耐薬品性

・耐寒性（-50℃）

・耐熱性（200℃）

フロロシリコーンゴムは、各種シリコーンゴムの中でもフッ素ゴムに匹敵する耐オイル性を持ち、自動車機器の安
定したパフォーマンスに寄与する素材です。
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150℃、1000時間に渡るエンジンオイル浸漬試験後も、5%以下の膨潤率で（ミラブルタイプ）、ゴム性能も維持
します。

耐エンジンオイル性

自動車燃料（ガソリン、軽油、バイオディーゼル燃料）に対して耐性があり、燃料による膨潤率が一般のジメチル
シリコーンゴムと比較して著しく低いため、Oリングやガスケットなど静的、動的両方のシーリング用途に最適です。

耐燃料性
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フロロシリコーンゴム
ミラブルタイプ

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140

軽油 バイオディーゼル燃料

フロロシリコーンゴム
液状タイプ

ジメチルシリコーンゴム

耐燃料試験（120℃、72時間）

体
積
変
化
率
（
％
）

24
0

10

20

30

40

50

60

72 168 500 1000時間

伸
び
変
化
率
（
％
）

24
-60

-40

-30

-20

-10

0

10

72 168 500 1000時間

-50

“�����03”オイル浸漬試験 150℃（ショア��40度品）

体
積
変
化
率
（
％
）

24
0

10

20

30

40

50

60

72 168 500 1000時間

フロロシリコーンゴム
ミラブルタイプ

伸
び
変
化
率
（
％
）

24
-60

-40

-30

-20

-10

0

10

72 168 500 1000時間

-50

フロロシリコーンゴム
液状タイプ ジメチルシリコーンゴム

��“�20”オイル浸漬試験 150℃（ショア��40度品）



4

各種のメンブランやダイヤフラムに使われる材質は、耐ブローバイガス性が求められます。ブローバイガスとは、
排気ガス、未燃焼ガス、エンジンオイル等の混合気体であり、エンジンデザインや走行条件により組成は大きく変
わってきます。モメンティブ・パフォーマンス・マテリアルズのフロロシリコーンゴムは、自動車メーカーが定め
たブローバイガスのテストで、高い耐久性を示すとともに、実車試験においても、優れた結果を残しています。

耐ブローバイガス性

フロロシリコーンゴムは、幅広い温度領域において優れた機械的特性を示し、長期間に渡り信頼できる機能を発揮
します。また温度の変化に対して硬さの変化が少ないため、メンブランやダイヤフラムなどへの応用に適していま
す。

低温から高温までの幅広い温度領域

フロロシリコーンゴムの一般的な熱的特性
（熱伝導率および線膨張係数は製品によって異なります）

使用温度領域 -55から 200℃
熱伝導率 0.25W/（m・K）
線膨張係数 2 x 10-4 1/K

伸　　び

フロロシリコーンゴム（ミラブルタイプ）
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BMW GS 97018 耐ブローバイガス試験（120℃、72時間）
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モメンティブ・パフォーマンス・マテリアルズのフロロシリコーンゴムは、他の合成ゴムでは難しい硬さ（ショア
A）30を実現しています。高強度のグレードでは、特に高温下で優れた機械的特性を発揮し、動的なストレスや屈
曲にも優れた耐久性を示します。硬さ、引張強さ、引裂強さなど、用途に合わせて最適なグレードを選択いただけ
るよう、ラインアップを取り揃えております。
低圧縮永久ひずみの FQEシリーズは、Oリングやガスケット、ダイヤフラムなど、複雑な形状の成形にも適してい
ます。

優れた機械的特性

フロロシリコーンゴムは、一般的なゴム成形方法で成形できます ｡

成形方法

・圧縮成形、トランスファー成形、射出成形

・押出成形

・シートや織物のカレンダ成形

液状タイプでは、生産プロセスを自動化した射出成形が可能で、生産サイクルを短縮し、歩留まりを改善します。 

ほとんどのフロロシリコーンゴムは、白色または淡黄色、半透明であり、モメンティブ・パフォーマンス・マテリアルズのカラーマスターバッ

チを使用することにより、容易に着色できます。
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製品形態として、ミラブルタイプ（FQE、FSEシリーズ）と液状タイプ（FSLシリーズ）を用意しています。

製品ラインアップ

製品名 色 比重 *1
硬さ *1

（ショア A）
引張強さ *1

MPa
伸び *1

%

引裂強さ
（Die B）

N/mm

圧縮永久ひずみ *1

（177℃、22時間）
%

ミラブルタイプ（加硫条件 1次加硫 177℃ 15分、2次加硫 204℃ 4時間） 

一般 *2

FSE7520 白 1.36 27 7.6 550 16 15

FSE7540 白 1.39 40 8.3 380 18 8

FSE7560 白 1.40 60 8.9 300 26 10

高引裂 *2

FSE7570 白 1.47 70 9.3 290 33 20

FSE7340 淡黄色 1.43 42 11.2 500 42 8

FSE7360 淡黄色 1.47 62 10.5 400 38 12

低圧縮
永久ひずみ *3

FQE205U 淡黄色 1.42 52 9.2 290 17 4

FQE206U 淡黄色 1.45 61 9.7 280 22 5

FQE207U 淡黄白色 1.53 71 8.5 190 17 3

液状タイプ *4 （加硫条件  1次加硫 175℃ 10分、2次加硫 200℃ 30分）

一般

FSL7210*5 褐色 1.30 47 4.5 350 14 30

FSL7641 半透明 1.24 40 6.9 550 23 15

FSL7661 半透明 1.26 50 5.0 330 17 23

オイル
ブリード

FSL7586/40 半透明 1.23 40 5.6 400 20 18

*1 ASTM準拠
*2 加硫剤 TC-8をコンパウンド 100重量部に対し、1.5重量部添加
*3 JIS K 6249準拠、加硫剤 TC-8をコンパウンド 100重量部に対し 0.8重量部添加、1次加硫：170℃ 10分、2次加硫：200℃ 4時間、
 硬さ：タイプ A、引裂強さ：アングル、圧縮永久ひずみ：180℃ 22時間
*4 A：B=1：1
*5 1次加硫：177℃ 5分 , 2次加硫：204℃ 8時間

記載のデータは、実測値の一例で規格値ではありません。ご使用に際しては、貴社使用条件に適合することをご確認ください。
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●本製品は一般工業用途向けに開発・製造されたものです。体内に埋植、注入する用途、または体内に一部が残留するおそれのある用途には絶対に使用
しないでください。

●製品改良のため、予告なく内容を変更する場合があります。
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